
 
 
 
 
 
 
 
 

複合災害を想定した大規模土砂災害合同防災訓練を実施します！ 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
１．訓練日時  
   令和７年７月１０日（木）１３：３０～１６：２０  
           （訓練スケジュール等は別紙１を参照願います。）  
 
 
２．開催場所  

メ イ ン 会 場：ふれあいセンタービーチホールまがたま（１階  多目的ホール） 
（新潟県糸魚川市寺町 4 丁目 3 番 1 号）  

一部機関は web 会議システムにて参加予定 
 
 
３．参加機関  
  糸魚川市、新潟県、松本砂防事務所  他   

詳細は別紙１を参照願います。  
 

 

４．注意事項 

  その他取材にあたっての注意事項は別紙２をご参照願います。 

 

 

５．その他 

 災害による防災体制発令等により、本訓練を中止することがあります。 

本訓練の当日実施に関するお知らせは、松本砂防事務所 X（旧Twitter）にて行います。 

 

  

姫川の流域に大きな被害をもたらした「平成７年７月１１日豪雨災害」から３０年を迎

え、関係機関の連携強化及びさらなる地域の安全・安心の向上を目指し、新潟県、糸魚川市

及び松本砂防事務所は協同して、大規模な地震発生後に平成７年７月１１日豪雨相当の豪

雨が降り、糸魚川市の各地域で同時多発的に発生する土砂災害（土石流、河道閉

塞、地すべり）を想定した合同防災訓練を実施します。 

問合せ先 

 国土交通省 北陸地方整備局 松本砂防事務所 

 電話：０２６３－３３－１１１５（代表） 

 副所長（技術） 谷
たに

保
ほ

 和
かず

則
のり

（内線 204） 

 調査課長    小
お

口
ぐち

 貴
たか

雄
お

（内線 351） 

松本砂防事務所ＨＰ 

【取り扱い】本資料の発表をもって解禁 

資料配付先 

長野県 報道機関各社 

新潟県 報道機関各社 

その他 専門紙 

 

 

北陸地方整備局 

松本砂防事務所 

記 者 発 表 

令和７年７月３日 

発 表 日 時 

松本砂防事務所 X（旧 Twitter） 



【訓練スケジュール(予定)】 

訓練開催日：7月10日（木） 13:30～13:50 開会・挨拶・訓練の進め方の確認 
               13:50～16:00 訓練 

               16:00～16:15 訓練参加職員によるふりかえり・意見交換 

               16:15～16:20 全体講評（糸魚川市長）・閉会 

 

【訓練参加機関】 

⚫ メイン会場参集機関：糸魚川市、新潟県 糸魚川地域振興局 地域整備部、 

国土交通省 北陸地方整備局 松本砂防事務所   （順不同） 

 

⚫ Ｗ Ｅ Ｂ 参 加 機 関：新潟県 （防災局 危機対策課、防災局 防災企画課、 

土木部 砂防課）、気象庁 新潟地方気象台、 

松本砂防専門防災エキスパート 

   （順不同） 

【訓練内容】 

（１）訓練内容 

⚫ 強震度の地震によって発生する土砂災害と、地震後の豪雨（平成７年７月１１日豪雨

災害相当）により、糸魚川市の各所で同時多発的に土砂災害（土石流、河道閉塞、地

すべり）が発生することを想定。 

⚫ 司会進行者が災害シナリオに沿って質問を投げかけ、訓練参加者に回答を求める学習型の訓練

を実施。これらの質問や各機関の回答状況は、会場と WEB 会議システムで共有します。 

（２）訓練により期待される効果 

⚫ 土砂災害発生に備えた適切な警戒避難行動に繋げる 

⚫ 関係機関間の速やかかつ適切な情報共有の重要性を理解する 
⚫ 大規模土砂災害発生時の初動対応での関係機関各々の役割を認識する  他 

 

【参考】 

松本砂防事務所及び管内の関係行政機関は、近年頻発している土砂災害の発生を踏まえ、平成２５ 

年度に「信濃川上流・姫川流域地域連携会議」を設置し、以後、大規模な土砂災害に対し迅速な対応が

行えるよう、出水期前の防災体制の確認、合同防災訓練を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大規模土砂災害合同防災訓練イメージ 

サテライト会場イメージ 

 

訓練状況イメージ メイン会場イメージ 
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【平成７年７月１１日豪雨災害（姫川水害）】 

平成 7（1995）年 7 月 11 日から 12 日にかけて、梅雨前線による豪雨が長野県北部から新潟県西部を

襲い、姫川流域の各地に、地すべり・崩壊・土石流などの土砂災害が多数発生しました。11日 14 時頃

から強い豪雨となり、18 時前後にピークに達し、記録的な数値となりました（小谷村 連続雨量

573mm）。特に、光明沢では上流部の山腹崩壊により発生した土石流が砂防堰堤を乗り越えて流下し、

国道 148 号まで及び、JR大糸線を横切って本川の姫川まで達しました。小谷村を含む姫川流域で全壊

41棟、半壊 21 棟の被害が出ましたが、死者はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料：国土交通省北陸地方整備局松本砂防事務所「姫川流域 大規模土砂災害史」 

https://www.hrr.mlit.go.jp/matumoto/sub_dosyasaigaishi.html  

 

 

 

  

平成７年７月１１日豪雨による姫川温泉被災状況（上：被災前、下：被災後） 
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こうみょうさわ 

https://www.hrr.mlit.go.jp/matumoto/sub_dosyasaigaishi.html


 

（報道関係者の皆様へ） 

 

１ 報道関係者の受付 

 

受付日時 令和７年７月１０日（木）１３：００～１３：３０まで 

 

受付場所 ふれあいセンタービーチホールまがたま  （ 1階多目的ホール）  

 

２ 取材、撮影時の留意事項 

 

(１) 取材及び撮影は、訓練会場に限定いたします。 

 

(２) 携帯電話等は、マナーモードにするか、電源をお切りください。 

 

(３) 傍聴席でのＰＣ等の使用は、訓練参加者や他の傍聴者の迷惑にならない限り可能です。 

 

(４) 取材に必要となる電源は、各社（各自）にてご用意ください。 

 

(５) 会場での飲食及び喫煙はご遠慮ください。 

 

(６) 事故防止の観点から、取材に当たっては節度ある行動をお願いいたします。 

 

(７) 手荷物・貴重品等の管理は各自にてお願いいたします。 

 

(８) ３７．５℃以上の発熱や咳など風邪の症状がある場合は取材をご遠慮ください。  

 

別紙２ 


